
 議会運営委員会は、議会運営を円滑に行うため

設けられ、議会運営に必要な事項に関し協議し

ています。また、議長の諮問機関として議会運

営に係るさまざまな調査研究を行っています。 

 ①議会の運営に関する事項 

②議会の会議規則、委員会条例等に関する事項 

③議長の諮問に関する事項 

 

 住民の皆様に「身近 

な議会」と思って頂 

けるよう議会改革 

に委員長として取 

り組みます！ 

長与町議会議員  

  笑顔で暮らせる長与のまちづくりを目指します 

あいばあつ子の活動報告 

  成夏の候、皆様方には益々ご健勝のこととお慶

び申し上げます。 

皆様方のお陰をもち

まして「あいばあつ

子」２期目の長与町

議として、心新たに

元気で活動に邁進し

ております。 

 

５月１日には、臨時議会が開催され「議会運営委

員会委員長」に就任いたしました。 

 今後とも行政の施策には厳しい監視の目を持ち

ながら、町民皆さまの声を聞く大きな耳をもち、

声を発していきたいと思います。これからも誠心

誠意頑張ってまいりますので、更なるご支援・ご

指導をよろしくお願い申し上げます。 

議会運営委員会  

ごあいさつ 

1笑顔で暮らせる長与のまちづくり 
 少子高齢化が長与でも進んできています。
高齢者、障害者の皆さまにやさしい町、福祉
が充実した住みやすい町にしていくために積
極的に取り組んで行きます。悩みをみんなで
解決できるような町の風土を作って
行きます。 

  
２よりよい子育て支援 
 子どもたちは長与の宝です。 
 子ども子育て支援新制度により、長与町の
待機児童は解消されましたが、学童クラブの
問題、子育て中の孤立感と負担の増加など子
育て支援の一層の強化が重要な課題でありま
す。出産前から中学生までの期間の子育て支
援に対する町民の相談窓口が一本化や子育て
健康推進課などを作ることなど町政へ訴えて
行きたいと思っています。 

  放課後児童クラブに行きたくても経済的な
事情で行けない子どもたちの居場所も考えて
対策を講じていくよう行政へ訴えて行き、子
ども達の多くの可能性を広げ、大人の事情で
差別されることなく明るい未来へつなぐため
の政策を作って行きます。 

 
３こころのセーフティネットづくり 
 困ったときに、すぐ相談できる所を増やし
て行きたいです。 

 今、起きている残虐な事件も相談できてい
たら防げたものもあるはずです。事件が起き
てからではなく、起こる前の対処が必要であ
り、ネットワークづくりが重要であり、縦社
会でなく横とのつながりを広げていくことで
す。自殺予防、うつ病予防、不登校予防、ひ
きこもり予防何事も予防がとても大事です。
そのためにも相談できる人、相談できる場所
を増やすことを町政へ訴えて行きます。 

これからの取り組み 
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長与町議会議員  

あいば あつ子 

６
月
議
会 

ス
ト
レ
ス
対
策
の
強
化
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○問
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な

生
活
環
境
や
職
場
環
境
に
よ
っ
て
精
神
疾
患
を

患
う
方
が
増
加
し
て
い
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
と
し
て
、
労
働
者
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

ら
れ
た
環
境
の
中
で
気
兼
ね
な
く
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
相
談
で
き
る
体
制
や
、
自
分
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
早
く
気
が
つ
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
町
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

○答
職
員
の
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
、
お
よ
び
疲
労

度
自
己
診
断
を
実
施
し
、
産
業
医
に
よ
る
面
談

を
行
っ
て
い
る
。  

 

○問
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
日
常
化
し
な
い
た

め
の
日
頃
の
対
策
は
ど
う
か
。 

○答
管
理
職
に
部
下
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
よ
う
に
指
導
を
し
て
い
る
。 

 

新
し
い
考
え
を
取
り
入
れ
た
教
育
を 

○問
子
ど
も
、
若
者
の
未
来
を
切
り
開

く
に
は
、
新
し
い
考
え
を
取
り
入
れ

た
教
育
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
。
ア
ク

テ
ィ
ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。 

○答
こ
れ
ま
で
は
、
み
ん
な

一
緒
の
世
界
だ
っ
た

が
、
こ
れ
か
ら
は

一
人

一
人
が
違
う
多
様
化
、

複
雑
化
、
変
化
の
激
し
い
世
界
へ
と
移
行
し
て

い
く
。
教
育
も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
中
で

の
、
ひ
と
つ
の
手
法
だ
と
考
え
ら
れ
、
徐
々
に

導
入
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。 

 

６
月
議
会
に
労
働
者
派
遣
法
改
正
案
、
労
働

基
準
法
改
正
案
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
賛
成
し
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

【  

私
の
賛
成
討
論 

】 

一 

部
抜
粋 

 

こ
の
労
働
者
派
遣
法
改
正
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
現
行

制
度
で
は
通
訳
や
秘
書
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

「  

26

業

務 

」
以
外
の
業
務
に
は
最
長
３
年
の
期
間
制
限
が
か

か
る
が
、
こ
れ
を
廃
止
し
て

「  

派
遣
先
の
同

一
の

事
業
所
に
お
け
る
派
遣
労
働
者
の
受
け
入
れ
は
３
年

を
上
限
と
す
る
。
そ
れ
を
超
え
て
受
け
入
れ
る
た
め

に
は
過
半
数
の
労
働
組
合
等
か
ら
の
意
見
聴
取
が
必

要
。
意
見
が
あ
っ
た
場
合
に
は
対
応
方
針
等
の
説
明

義
務
を
課
す 

」
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
企
業
は

永
続
的
に
派
遣
社
員
を
使
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る

一
方
、
個
々
の
派
遣
社
員
は

「  

自
動

的
に
３
年
で
ク
ビ 

」
と
い
う
わ
け
で
す
。 

 

ま
た
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
正
社
員
化
の
道
を
開

く
と
政
府
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
現
実
は
逆
で
正
社

員
に
な
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
そ
し
て
派
遣
元
事
業
主
に
計
画
的
な
教
育
訓
練
等

を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
派
遣
労
働
者
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
推
進
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

「  

３
年
で
終
わ
り 

」
と
わ
か
っ
て
い
る
労
働
者

に
、
教
育
訓
練
を
す
る
で
し
ょ
う
か
？ 

労
働
者
は

「  

３
年
で
終
わ
り 
」
と
わ
か
っ
て
い
て
業
務
に
必

要
な
ス
キ
ル
を
本
気
で
学
ぶ
で
し
ょ
う
か
？
私
は
、

単
に
労
働
者
に
と
っ
て
だ
け
改
悪
で
あ
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
誠
実
な
企
業
に
と
っ
て
も
改
悪
で
あ
り
、

こ
の
派
遣
法
改
悪
は
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。 

メンタルヘ

ルス研修の

1コマで

す。 
 

ご自分の受

け止め方を

理解してい

ますか? 

  一般質問  行政に問う  

饗庭 敦子 


